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izutomi NewsMみずとみ公民館だより

◆注意事項

・ 小岩井乳業株式会社東京工場
（住所：狭山市上広瀬1254）に直接お越しください。

・ 保護者は各組１名までとします。

７月24日（水）小岩井乳業の工場を見学しよう！

◆日時：７月24日（水）14時から15時30分まで
※13時50分に小岩井乳業駐車場に現地集合

広瀬に工場がある小岩井乳業東京工場に伺って、
工場見学やヨーグルトの試食などを行います。

◆対象：小・中学生と保護者で
現地集合が可能な方

◆定員：２５名（先着順）

◆持ち物：上履き

申込み ６月１４日（金）９時から電話・来館にて受付（先着順）

７月2７日（土）・2８日（日）プログラミング体験講座

今年度は小学生の部と中学生の部でAIに関する
プログラミング体験を実施します。＜参加費無料＞

小学生の部 ＜AIカメラで画像認識をしてみよう＞
◆日時：７月２７日（土）・２８日（日）

いずれも９時～１２時
◆対象：小学３～６年生 ◆定員：１５名（先着順）
◆内容：ＡＩの仕組みについてmicro:bitという

小さいコンピューターとHUSKYLENS
と呼ばれる画像認識AIカメラを使って
最新技術を学んでみよう。

中学生の部 ＜生成AI × Minecraftで建築をしてみよう＞
◆日時：７月２７日（土）・２８日（日）いずれも１３時～１７時
◆対象：１３歳以上～高校３年生まで
◆定員：１５名（先着順）
◆内容：生成ＡＩってなに？どんなことに役立つの？

そんな疑問を生成AIとMinecraftを使って学習してみよう。
◆備考：生成AIの利用は１３歳以上に限られます。

伴い、中学１年生で１２歳の方は小学生の部の参加が可能です。ご検討ください。

申込み ６月１４日（金）９時から電話・来館にて受付（先着順）

＼１人１台のパソコン有り／
＼手ぶらで参加OK／

※写真はいずれも過去の様子
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◆７月休館/15日・22日 ◆22時まで開館/３日・５日・９日・１０日・１２日・１６日・１７日・１８日・１９日・２３日・２４日・２６日・３０日・３１日※左記以外は17時まで

公民館からのお願い ▸各講座の申込は特別な記載のない限り

夜間(17時～翌9時)、日祝日、休館日は受付できません ▸各事業の写真は報告や広報等に使用

する場合があります｡撮影されたくない場合は、職員へお申し出ください ▸災害等により、

予告なく開館状況を変更する場合があります｡

暮らしの談話室：１９日

最新情報は公式SNSをチェック！

７月８日（月）１０時～ 初心者向けスマホ講座（無料・定員：１５名）

スマートフォンへの機種変更や操作が不安な方向けです。

スマホの貸出も有ります！ 復習のための参加もOKです！

◆講師：スマートフォンアドバイザー 参加費無料

申込：６月１７日（月）９時から電話又は来館にて受付（先着順）

募 集

７月３日（水）１０時～12時防災講座 参加者募集 ◆定員：2０名 ◆講師：市危機管理課職員募 集

災害リスクや「もしもの備え」を講義形式で学びます。水富地区の災害リスクの特徴や
用意すべき備蓄品などをお話します。※昨年の内容と重複もございます。ご了承ください。

申込：６月１７日（月）９時から電話又は来館にて受付（先着順）

笹井の大発見

アケボノゾウ
Stegodon aurorae 

１９８５年に笹井ダム上流の入

間川の崖から約１７０万年前の

アケボノゾウの骨格化石がほぼ

完全な形で発掘されました。

狭山市立博物館
ホームページは
こちら

みずとみ豆知識

埼玉県
指定文化財

生息地域は東アジア、インドなど

ですが、日本が大陸と地続きに

なっていた時期に、日本へ移住

してきたと考えられます。

アケボノゾウの特徴（推定）

﹆体高 １．５～１．８メートル

﹆体重 ２～３トン

﹆２５０万年前～１００万年前に

生息していたゾウの仲間

﹆インドゾウより小柄だったが

長いキバをもっていた

アケボノゾウの骨格標本（レプリカ・博物館に展示）

７月２９日（月）１０時～12時 もしもの時のために！認知症の備え 参加者募集 ◆定員：３０名募 集

認知症がある人は認知機能のトラブルにより、衣・食・住などの日常生活を今までとは違う感覚で

生活をしています。この講座では、認知症のある人の日常生活を学べます。

◆講座内容

♡ 認知症のある人が生きる世界を想像してみよう

♡ 認知症の基礎知識・対応・相談を学ぶ

申込：６月１７日（月）９時から電話又は来館にて受付（先着順）

家族や大切な人のために

できることから始めよう

◆講師・協力：市社会福祉協議会・認知症地域支援推進員・
水富地域包括支援センター・市介護保険課


